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――今日は「沈黙」をめぐる書物についてお話し頂くのですが、　　
この「沈黙」とはどのようなものなのでしょう。
「沈黙」とは、ただ言葉や音が無い状態のことではありません。マックス・ピカートは『沈黙の世界』で、すべて言葉や感情や論理が生まれる根源に沈黙がある、と言っています。であれば沈黙 欠落ではなく、むしろ豊かさの源泉です。この本は一九四八年に書かれた哲学書ですが 今回選んだ本はどれも第二次世界大戦という大きな破壊を経験した者が戦争直後に立ち止まり、人間が失った について再考した成果であることが共通しています。戦争によって人間が受けた真の傷とはなにか。そうし 問 直しがあった。武満徹の『音、沈黙 測り合えるほどに』でも「一九四八年のある日…地下鉄の狭い車内で…」とはじまる回想のなかで沈黙の意義 再発見さ ていました。――この本に書かれ いる「音」をとても意外に思いました。
戦後社会の姿が大きく変化する中で、作曲家を目指す武
満徹という一人の青年には音楽と人間との関わりへの疑問があった。 ここには、 人間と外界とが原初的な
照
コレスポンダンス
応
を示し、
人々が悩みながら日々生きること 「音楽」 いう行為が直接結ばれるこ への強い憧れが記されています。 「音楽」よりも「音」を求めた。風のうなりも人間の言葉も地下鉄の騒音も鳥の声も、 「音」という領域の中では区別なく存在している。戦後の貧し 状況で、あらゆる と沈黙の連続体から音楽になるべき音をきき る。武満 「沈黙というもの 中に充満してい はずの を救 だす行為」とも書いています。
ジョン・ケージの『サイレンス』にも共通しています 、
西洋音楽が権威的で消費的な のになってしまっている中で、生活の傍らに日常の音楽を、そして沈黙 豊かさを取り戻そうとした。哲学者のイヴァン・イリイチは『生きる
思想』の中で「沈黙も共
コモンズ
有財産だった」と言っています。
静寂を享受することは人間の共有財だった。 「コモンズ」とは泉や海岸など、個人の のではない、本来誰も所有できない共有材です。ある島で、静寂が島人たちのコモンズだった時代、定期便の船が島に一台 拡声器をもたらし、全てが変わった。静寂の中で人が一対一 対等 関係において会話していた世界。用がなければ黙っていてもいい世界。それは豊かな沈黙が守られていた世界です。ところが拡声器は一人から大勢へ一方的に命令や警告を発したりする装置で、ここに権力の発生 ありま こうして沈黙や静寂は共有財から個人の所有物になり、それを抑圧しコントロールする者が出現する。沈黙の価値はある時から完全に否定され、言葉や音ですべてを埋め尽くさなけ ば という強迫的な社会が第二次大戦後につくられたの 戦争によって破ら た沈黙。そし 命令の言葉や消費 な情報だけが大手を振って社会を覆い尽くす。いまのメディアやテクノロジーにはそうした出自 あることを忘れてはいけません。そうした時代の端緒のところ 、非常に鋭 人たちが沈黙の創造的な価値を問い直そうとしたのです。――武満は吃音を肯定的 捉え いて、面白く感じました。
言葉の様々な不調も武満は独特の個性としてとらえ、そ
れに惹かれていますね。 「吃音宣言」という文章は素晴
しい。ベートーベンの「ダダダダーン！」も彼 耳には吃音の響きとして聞こえる。寡黙さも吃音も、言葉の欠落ではなくて豊かさの泉である。こうした考えはいまこそ受け継がねばなりません。ケ ジの 『サイレンス』 冒頭には
“To 
w
hom
 it m
ay concern
”という献辞があります。直訳すれ
ば「関係者各位へ」 。誰も沈黙を見向きもしないとき、その価値に気づいている 「関係者」 は限られていた。その 「沈黙が聴こえる人へ」さし出す本 いう機知を込めた献辞です。 「私たち 必要なのは沈黙だが、 私に語ることを求める」というケージの「沈黙」は、語ることと語らないことの狭間にある。ここに挙げた書物はみな、 「ことば」や「音」の世界を、情報としてではなく、言語が抑圧してきたものの側から問い直す、貴重な思想的成果なのです。
いまふく・りゅうた
　
総合国際学研究院教授
　
文化人類学
〈
沈黙
と
声
〉
………………………………
　
静寂
という
豊
かさ
書
物
?
沈
黙
インタビュー
飯島
 未彩紀
（国際社会学部ペルシア語専攻四年）
髙𣘺
 美森
（国際社会学部ドイツ語専攻四年）
中川
 華
（国際社会学部ヒンディー語専攻四年）
文献案内マックス・ピカート『沈黙の世界』佐野利勝訳、 みすず書房、 二〇一四年（初
版、一九六四年）
武満徹『音、沈黙と測りあえるほどに』新潮社、
一九七一年
ジョン・ケージ『サイレンス』柿沼敏江訳、水声社、
一九九六年（原書は
John Cage, Silence: Lectures 
and W
ritings, W
esleyan U
niversity Press, 1961 ）
今福
 龍太
聞き手
第Ⅱ部　沈黙と声
31 30
